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Ｊ．トーマス・シーファー 

 駐日米国大使 

 

 

２００９年１月１４日 

翌日に離任を控え、第 27 代駐日米国大使としての最後の

公式行事だった。 
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いつものことながら、日本記者クラブでお

話しさせていただくことは名誉なことです。

私が駐日米国大使として皆さんにお話をする

のは、これで４回目であり、最後になります。

外交官になって以来、私は、米国が一体何を

しようとしているのかということを、政府関

係者だけでなく一般市民にも伝える努力をす

ることが不可欠であると考えてきました。日

本記者クラブは、まさにそれを実行する素晴

らしい機会を私に与えてくださいました。ま

た、私の日本での任期を通じて、日本と外国

のメディア関係者の方々が、私に温かく接し

てくださったことに深く感謝しております。

私の発言あるいは米国政府の行動に個人的に

は同意されないこともあったに違いないと思

いますが、常に公平に、そして敬意を持って

私に接してくださいました。そのことに対し

て、私はこれからも感謝の念を忘れません。 

 明日、私は４年に近い駐日米国大使の任務

を終えて米国に帰国します。その前には、４

年近く駐オーストラリア大使を務めました。

本日は、この２つの任務を果たすに当たって

私が個人的に経験したことについて、いくつ

かお話ししたいと思います。 

 このような時には、過去を振り返るととも

に、多少寂しい気持ちにならざるを得ません。

この４年間は充実していました。それが終わ

ってしまうのは寂しいことですが、私がここ

で得た思い出と友人たちは、私の心の中で永

遠に生き続けます。新潟で、横田めぐみさん

が家族や友人たちのもとから連れ去られた運

命の日にたどった道を、後に横田夫妻と共に

歩いたときのことは、決して忘れません。私

の大使在任中に拉致問題を解決できなかった

のは残念なことですが、今後私がどこで何を

しようとも、この問題に正義をもたらす活動

を支援し続けるということを、横田夫妻、拉

致被害者家族の皆さん、そして日本国民にお

約束したいと思います。めぐみさんを、そし

てそれぞれの愛する者たちを探し出そうとす

る横田夫妻やその他の拉致被害者家族の方々

の勇気と忍耐は、すべての人々の気持ちを強

く動かし、模範となるものです。私は、横田

夫妻がその勇気をあのような個人的な形で私

と分かち合ってくださったことに深く感謝し

ています。 

 私が日本へ来ることになったきっかけは、

友情でした。ブッシュ大統領と私の友情、そ

してブッシュ大統領と小泉首相の友情です。

私は日本での任期中に、なぜブッシュ大統領

が小泉首相に大きな敬意を払っているのかを

理解するようになりました。小泉首相は、世

界の舞台でめったに見ることのできない、信

念と洞察力のある指導者です。彼は、国際秩

序が移行期にあることを見てとり、日本がそ

れに参加するだけでなく、これを主導するよ

うにしたいと決意していました。信念に基づ

いた小泉首相の統治は、米国にも日本にも恩

恵をもたらしました。私は、今後も変わらず、

彼の賢明な助言を求めるとともに、彼と温か

い友情を育み続けることができるよう願って

います。 

 また私は在任中に、安倍首相、福田首相、

麻生首相という３人の米国の友人に対して米

国を代表する、という光栄に浴しました。ど

の首相も私を大変親切に迎えてくださり、私

が米国政府の行動の理由を説明することがで

きるよう、政権中枢の方々にご紹介ください

ました。各首相と議論することによって、日

米両国の相互理解が深まり、同盟関係が強化

されたと私は信じています。こうした方々の

賢明な助言と個人的な深い友情に感謝してお

ります。 
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 このほかにも、細田官房長官、塩崎官房長

官、河野衆議院議長、そして多数の閣僚の方々

と、温かく実りある関係を築くことができま

した。中でも、町村、額賀、谷垣、中川、高

村、石破、小池、そして中山の各大臣に、多

大なご支援とご理解をいただいたお礼を申し

上げたいと思います。私たちは両国の最大の

利益のために協力した、と私は確信しており、

私たちは皆その実績を誇ってよいと思います。 

 各省庁でも、谷内事務次官、藪中事務次官、

そして河相さん、佐々江さん、齋木さん、兼

元さん、三谷さん、西宮さん、門間さん、梅

本さん、森さん、宮本さんといった方々との

間に特別な関係を築きました。また官邸では、

別所さん、石兼さんと貴重で親しい関係を築

くことができました。このお２人は、首相と

意見交換したいという私の依頼に応えるため、

格別に努力をしてくださいました。 

 しかしながら、私の東京における任期の大

半を通じてワシントンで駐米日本国大使を務

められた、優れた外交官が私に与えてくださ

った支援に対しては、いかなるお礼の言葉も

十分ではありません。加藤良三大使と花世夫

人のおかげで、日本政府だけでなく日本国民

の考え方について非常に深い見識を持つこと

ができました。私たちの関係は、野球を愛す

るという共通点から始まったのですが、それ

をはるかに超えるものとなりました。加藤大

使は、米国人のものの考え方を体得していま

す。私たちの欠点を理解すると同時に、私た

ちの大志をも理解しています。彼ほど自国を

代表することに長けた外交官はなく、彼ほど

私を助けようと努力をしてくれた友人はいま

せん。その恩に報いることなど、永遠にでき

そうもありません。 

 一国を代表する大使にとって、対処しなけ

ればならないのは個人的な関係だけではあり

ません。私の場合も例外ではありませんでし

た。私たちは、大きな結果をもたらしたさま

ざまな大きな問題に対処しました。私はその

成果を誇りとしています。 北朝鮮が７発のミ

サイルを発射した朝、私は日本国民の前に立

ち、米国は前日と同様にその日も、そしてま

たその翌日も、日本を支持する、と誇りを持

って言うことができました。その後 10 月に北

朝鮮が核爆発実験を行ったとき、安倍首相は

記者から、これで日本は核兵器を持たなけれ

ばならなくなったのかと聞かれ、「それは違

う。米国との同盟はそのためにあるのだ」と

答えました。これは私にとって、日米の同盟

がいかに強固であるかを表す究極的な表現で

した。日米両国共に、日米関係はアジアおよ

び太平洋地域における外交政策の要である、

と信じています。 

 その関係を管理する者の１人である私にと

って、その言葉はとても喜ばしいものでした。

なぜなら、強力かつ健全な同盟関係がなけれ

ば、いかなる日本の首相も、あの困難な状況

の中であのような返答をすることはできなか

ったからです。 

 そのほかにも多くの成果がありました。過

去４年間にわたり、私たちは、1960 年の安全

保障条約締結以来、この２国間関係にとって

最も重要な協定の交渉を行ってきました。そ

の協定の結果として行われる米軍再編は、日

米両国が 21 世紀に共に直面する課題に備え

て、日米同盟を近代化するものです。また再

編により、米国の日本防衛能力、あるいはア

ジアにおける平和維持能力を低減させること

なく、沖縄に駐留する米軍の規模を縮小する

ことができます。 この件については、実施を

待つばかりとなっています。 
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 日本と米国の安全保障体制は、原子力空母

「ジョージ・ワシントン」の配備や、日米が

ミサイル防衛で前例のない協力を見せたこと

によっても、著しく強化されました。北東ア

ジアは危険な地域となりえますが、日本にお

ける米軍の存在によってその可能性が低くな

っています。こうした事実から、日本国民も

米国民も同様に安心することができると思い

ます。 

 しかし、日米関係で進展を見た事案は、安

全保障の問題に限られたものではありません。

規制改革イニシアティブでは、貿易と雇用の

拡大を促進した措置を過去４年間に 280 件以

上確認しています。2006 年に大幅に拡大され

たパブリックコメント制度によって、すべて

の当事者が事業をしやすくするための規制案

について、米国民も日本国民も同様に、建設

的で前向きなコメントを述べることができる

ようになりました。こうしたコメントは歓迎

されています。また近年は、1980～90 年代に

日米関係を悩ませた貿易摩擦の破壊的な側面

をおおむね回避してきました。規制改革およ

び経済改革によって緊張が緩和され、日米両

国は、世界第１位と第２位の経済を、よりう

まく統合できるようになっています。ここ数

カ月間の金融不安は、日米両国が、全世界が

直面する難しい経済問題に取り組むに当たり、

緊密に協力できることを実証しています。今

私たちは、より大きな協力と統合が約束され

た未来に焦点を合わせるべきです。 

 例えば、農業分野では、日本は既に米国農

産物の最大の輸入国となっていますが、規制

上の障害がなくなればさらに取引を拡大する

ことができます。日本国民は、食糧安全保障

に関する懸念をしばしば表明しています。そ

れは無理からぬことです。戦後、日本では、

大勢の国民が飢えに苦しみました。そのよう

な状況に再び陥ることを望む国はありません。

しかし、日本には人口統計学的な問題があり

ます。現在、日本の農業従事者の平均年齢は

およそ 70 歳です。出生率が 1.2 であることを

考えると、この平均年齢が下がる可能性はあ

まりありません。それならば、食糧と引き換

えに日本を脅迫するようなことがない、米国

のような民主主義国に、さらに日本の市場を

開放することは道理にかなっているのではな

いでしょうか。私はそう考えます。そして今

後、米国と日本がそのための手段を模索する

ことを願っています。 

 そのために、米国と日本が両国の経済の統

合をさらに進めるべく努力することも、私は

望んでいます。私たちは、日本企業による対

米投資を歓迎します。日本企業の対米投資は、

米国内での雇用の創出につながります。投資

と貿易は、繁栄する健全な未来の前触れとな

るものです。しかし、貿易と投資は互恵的な

ものでなければならず、日本人が米国で事業

をするのと同様に、米国人が日本で事業をす

ることも容易にするという目標に向かって、

私たちは協力すべきです。 

 また私たちは、経済の未来を恐れるべきで

はありません。世界各地で構築されている知

識集約型経済は、私たちの弱点を反映するも

のではなく、強みを反映するものです。全世

界で発行されている特許の 72％は、米国と日

本の企業に与えられています。その理由は、

日米がほかのどの国よりも多くの資金を研究

開発に費やしているからです。両国には、一

流の大学や研究所があり、そこから生まれる

アイデアがより良い世界を築いています。私

たちは立ち止まってはならず、恐れてはなり

ません。私たちが個別にではなく力を合わせ

て努力すれば、さらに良い成果を上げること

ができます。 
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 また私たちは、長期にわたって懸案事項で

ある、日米関係を損なっている問題を解決す

るために努力をすべきです。例えば、現在も

続いている牛肉に関する論争は、繰り返し摩

擦の種となっています。私たちはこれを解決

する方法を見つけなければいけません。米国

産牛肉は安全です。日本国民は米国産牛肉を

購入します。米国産牛肉の日本での最終的な

成否を、日本の官僚ではなく、日本の消費者

に決めてもらえるような国際基準を採用すべ

きです。日米関係に刺さったこのとげをでき

るだけ早く抜くことを目指す日本の努力を、

オバマ次期政権はきっと歓迎するでしょう。 

 経済および安全保障関係以外の分野でも、

両国民のきずなを深める努力をすることが可

能です。まず、子供が、離婚した両親を訪問

しやすくすべきです。日本が「国際的な子の

奪取に関するハーグ条約」を批准することは、

こうした子供たちの人生に大きな影響を及ぼ

すとともに、別れた両親の敵意や報復より子

供の幸せが大事である、という強いメッセー

ジを国際社会に送ることになります。 

 また日本は、米国、英国、フランス、ドイ

ツ、イタリア、およびカナダと同様に、児童

ポルノの所持を違法とすることができます。

日本では、異常性癖者が毎日のように子供た

ちを虐待し、その犯罪をあらゆる媒体に記録

して、インターネットで販売または配布して

います。主要７カ国中、日本だけが児童ポル

ノの所持を犯罪としていません。日本は、そ

のような国ではないはずです。日本は、住ん

でいる場所に関係なく、すべての子供たちの

虐待による児童ポルノに金銭を提供する者を

訴追する力を、日本の警察に与えるべきです。 

 最後に、もうひとつ大きな課題についてお

話しをさせていただきます。ここ数カ月間、

日本国内の政治状況の結果として、日本が世

界で果たすことのできる役割について否定的

な論調が目立っています。日本政府が分裂し

ているため、日本はあれもできない、これも

できないという主張がよく聞かれます。日本

の国会で、衆参両院をそれぞれ異なる政党が

支配するという状況が今までなかったことは

事実です。しかし、これは外国ではよくある

ことです。米国では、２つの政党が政府の異

なる部門、あるいは連邦議会の上下両院をそ

れぞれ支配することがよくあります。こうし

た状況は、どちらの党にとっても、最も望ま

しい統治の形態ではないかもしれませんが、

それが国家の権益にかなうことであったため、

統治の方法をなんとか見つけてきました。そ

して、それは米国に限ったことではありませ

ん。 

 私が駐オーストラリア大使を務めていたと

き、オーストラリアの連立与党は、私の任期

が数カ月を残すだけとなるころまで、上院で

多数議席を獲得することができませんでした。

そしてそれが実現したとき、25 年ぶりに同一

政党がオーストラリア議会の上下両院を制す

る出来事となりました。 

 日本は、現在直面している政治的な行き詰

まりを克服する道を見つけ出すでしょう。私

は、そう確信しています。しかし、その間に

日本が国際社会から取り残される道を自ら選

ばないことを、私は願っています。 

 世界は日本を必要としています。皆さんは、

壊滅的な敗戦の灰の中から素晴らしい国家を

築き上げる能力を示した偉大な国民です。皆

さんと同様に、より良い世界を築くことを望

む人々に希望を与えるために、日本人の模範

的な行動、勤勉さ、創造性を必要としていま

す。 
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 世界は間違いなく変化しています。戦後の

時代に生まれた古い秩序は終わりました。新

しい秩序が生まれつつあります。日本はその

新秩序の一部となる必要があります。日本は、

その新秩序に対応するだけでなく、それを形

作る国となる必要があります。 

 日本は、米国の信頼できる同盟国であり友

好国として、世界史におけるこの活力に満ち

た時代を迎えようとしています。日本は、60

年以上にわたり、米国に対する日本の友情が

どれほど価値あるものかを証明してきました。

日本の皆さんは、米国が突然、ほかで同盟国

と友好国を探すことを決断するのではないか

と心配する必要はありません。私の故郷テキ

サス州では、「旧友を捨てて新しい友人を得

ようとすれば、１人の友人もいなくなる」と

いう古い格言があります。米国人はこの格言

の意味を理解しています。そして私は、米国

民が日米の同盟と友好をいかに大切にしてい

るかを、日本の皆さんが理解されることを願

っています。 

 今、これまで以上に、日本が世界のために

できることに集中して取り組む必要性が高ま

っています。あと数日で、バラク・オバマが

第 44 代米国大統領に宣誓就任します。彼は

「Yes, we can!（私たちにはできます）」と

いう単純明快なスローガンで、米国と世界に

衝撃を与えました。この新政権に対する日本

の最初の反応が「No, we can't!（私たちには

できません）」であってはなりません。 

 アフガニスタンやアフリカの角などの紛争

地域で、国際社会がなすべきことは、まだた

くさんあります。そして日本はそれを実行す

ることができます。罪のない人々を犠牲にす

るという点で国際犯罪者の定義に当てはまる

海賊から世界のシーレーンを守ることであろ

うと、アフガニスタンの紛争現場で貢献する

ことであろうと、日本は実行することができ

ます。日本は憲法によりこの種の行動を禁止

されている、と主張する人たちもいるでしょ

うが、私は、日本はこうした行動を取ること

によって憲法の約束を果たすことができる、

と主張したいと思います。 

 現場で貢献するのは、必ずしも兵士である

必要はありません。日本は、アフガニスタン、

イラク、および中東などに、医師、歯科医、

看護士、技術者、教師、科学者、そして技師

を派遣することによって、より良い世界の構

築に貢献することができます。派遣される

人々に危険が及ぶでしょうか。確かに危険は

あります。しかし、アフガニスタン、イラク、

または中東が機能しなくなり、現在の文明を

暴力によって滅ぼし、崩壊させようとするテ

ロリストや聖戦主義者の避難所となれば、日

本に危険が及びます。 

 今、世界は困難な時期にありますが、私た

ちはこの困難を正しくとらえるべきです。私

たちは今、金融危機の真っただ中にあります

が、これは大恐慌に比べればそれほど深刻な

ものではありません。当時は、失業率が 25～

30％にも達していました。今回はそのような

事態にはなりません。私たちの経済に関する

知識が向上しているからです。私たちは、手

痛い教訓から、過去の落とし穴を避ける術を

学びました。 

 戦争が終わったとき、日本とヨーロッパは

荒廃していました。世界的な共産主義の不安

が、暗雲のように未来に垂れ込めていました。

今これらは、すべて消え去っています。 

 今日、かつてないほど多くの国民が、自ら

の運命を支配できるようになっています。 今

日、かつてないほど多くの人々が豊かになっ
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ています。今日、かつてないほど多くの人々

がより健康になっています。今日、かつてな

いほど多くの人々が十分な食糧を得ています。

今日、私たちには、希望を持つ正当な理由が

あり、絶望する理由はほとんどありません。 

 米国と日本は団結しています。私たちは、

同じ普遍的な価値観に訴える２つの偉大な国

家です。男性も女性も、奴隷としてではなく

自由に生きる運命にある、と信じる２つの偉

大な国家です。寛容の重要性、討論の英知、

そして信教の神聖さを信じる２つの偉大な国

家です。私たちの時代は終わろうとしている

のではなく、まさに始まろうとしています。 

 私は、この２カ国の歴史における、このよ

うな特別な時期に駐日米国大使を務めたこと

を誇りに思います。皆さんが示してくださっ

た親切に感謝しております。そして私は、日

米両国の友好を深め、同盟を強化するための

活動を決してやめないことをお約束します。

私は今後も、日本へ何度も戻ってくることを

楽しみにしております。 

 しかし今は、日本を去る時です。リンドン・

ジョンソン大統領は、大統領として最後にホ

ワイトハウスを去るとき、故郷のテキサス州

に戻る理由は、テキサスが「病気になれば皆

が心配してくれ、遠くへ行ってしまえば皆が

寂しがってくれるところ」だからだ、と語り

ました。私にとってテキサスは、今でもそう

いうところです。私は、皆さんがテキサスに

来てくださることを願っています。そうすれ

ば、なぜテキサスが今でも私を呼んでいるの

かをご理解いただけることと思います。どう

もありがとうございました。 

問 大使ありがとうございます。大変力強い

メッセージが伝わってきて非常に感動しまし

た。これが大使に質問ができる最後の機会で

もありますので、率直な、以前は口にできな

かったような大使のご意見もぜひ聞かせてく

ださい。 

 まず日米同盟について伺います。2010 年に

は日米安全保障条約締結 50 周年を迎えるこ

とになり、日米両国は、日米同盟あるいは安

保条約を再定義する必要に迫られるかもしれ

ません。クリントン政権時代にも再定義が行

われましたが、再々定義をすることができる

かもしれません。大使はそのような再定義が

必要だと考えますか。また私たちは、日本の

集団的自衛権の問題についてもしばしば議論

してきました。日米同盟の再定義に当たり、

この問題にどのように取り組んでいくべきだ

と思いますか。ありがとうございます。 

シーファー大使 私は、再定義することは適

切だと思います。ただ日米両国がどのような

同盟を望んでいるのかを精査するだけのもの

であるとすれば、再定義が適切であるかどう

かは分かりません。現行の定義が、両国が望

んでいるまさにそのものである、ということ

もありえますが、両国がそれについて話し合

い、両国が今後望む日米同盟のあり方を理解

するように努力しなければならないと思いま

す。米国が歓迎するのは対等な同盟であり、

日本も同じだと思います。対等な同盟とは、

将来に向けて同等の責任を果たし、分担も同

等であるということです。過去において、日

本では必ずしもそうではありませんでした。

私は、日本が日米同盟でさらに大きな役割を

容易に担うことができると思います。だから

といって、日米同盟という青写真に従い、世

界中で日本が取るべき行動についてあらゆる

米国の提案を受け入れるべきだ、というわけ

ではありませんが、日本は国際問題において、

さらに発言力を増すことができると思います。

米国はそれを歓迎するでしょうし、日米同盟
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の定義においてその点を再確認することは、

それに役立つと思います。 

 集団的自衛権については、以前まさにここ、

日本記者クラブで、ミサイル防衛ができるこ

ととできないことについて、日米同盟の関連

でお話ししたことがあります。技術（の進歩）

によって、日本にできることが変わってきま

した。冷戦のさなかには、日本への侵略があ

るとしたら、それはソビエト連邦でした。ミ

サイル防衛などの技術は、その当時とは全く

異なります。今では日本に向けて発射される

可能性があるミサイルを打ち落とす能力を高

めているので、日本は、ミサイルが発射され

た場合にどう対処するかを決断できるはずだ

と思います。撃ち落とすには、そのミサイル

が日本に向けて発射されたものかどうかを見

極める必要があるでしょうか。米国に向けて

発射されたミサイルならば、日本は撃ち落と

さないと決断するのでしょうか。これは大変

重要なことです。というのも、もしアジアで

ミサイルが発射され、例えば日本の護衛艦に

それを撃ち落とせる機会があったのに、撃ち

落とさなかった、そしてその理由が、ミサイ

ルは米国本土に向けられたものだったからと

日本側が言ったとしたら、これは米国民にと

って理解しがたいことであり、日本との同盟

の価値も理解が難しくなるからです。日本は

このような質問に答えなければなりません。

それは、そうした質問（に対する答え）が何

なのかを知ることが、米国にとって重要だか

らです。米国はそれに応じて自国の資源を配

備しなければならないのです。例えば日本海

に日本が護衛艦を１隻、米国が駆逐艦を１隻

配備していた場合、日本の護衛艦にミサイル

を迎撃する用意がないならば、米国側の計画

担当官は、「同等の防衛力を維持するには、

米国の駆逐艦を２隻配備しなければならない

ようだ」と言わなければなりません。 

 私は憲法第９条の改正が必ずしも必要だと

は考えておりませんが、現代の近代技術を踏

まえた上で、日本が集団的自衛権をどのよう

にとらえているかという点について、その解

釈に対する見直しを行う必要があると思いま

す。 

問 次もまた答えるのが難しい質問かもし

れません。航空自衛隊の田母神氏の論文につ

いてお聞きします。田母神氏は、第２次世界

大戦中に日本は侵略国ではなかったと指摘し、

それが大きな論議を呼んでいます。その論文

に関する見解をお聞かせ願えますか。それに

加えて、日米は過去の戦争についてお互いに

まだ和解していないと思いますか。真の和解

に至るには何が必要だと考えますか。 

シーファー大使 田母神氏の発言には失望

しました。また、彼の発言は事実に反してお

り、間違っていると思います。この問題では、

大多数の日本人が田母神前幕僚長の意見に反

対だと思います。そのことに、私たちは皆一

抹の慰めを見出していると思います。和解に

ついては、日米は既に和解に至っていると思

います。そして日米の和解の鍵は、他のアジ

ア諸国への利益だと思います。つまり、私た

ちは過去ではなく未来に目を向けることとし、

お互いに、また世界に対し将来できることを

基盤にした関係を築いたのです。これは両国

にとって良い結果を生んでいると思いますし、

同様の理念が他の国々にも利益をもたらすと

思います。 

問 この質問は、大使にとってあまり好まし

い質問ではないかもしれません。ブッシュ大

統領は日本で必ずしも評判が良くありません

でした。人の見方にもよりますが、世界的に

見てもブッシュ大統領の人気は高くなかった

と思います。大統領の評判が芳しくないとい
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う状況で、大使としての使命を果たすことは

難しいことでしたか。 

シーファー大使 難しくはありませんでし

た。もしブッシュ大統領でなければ、私が日

本に来ることはなかったからです。今の時代

のあらゆる指導者にとって、解決策が政治的

に容易でない場合に指導力を発揮しようとす

ることは難しいと思います。世界に目を向け

ても、オバマ大統領以外に人気の高い指導者

がいるとは思えません。それには理由がある

ようです。非常に凡庸な政治家ばかりが寄り

集まったというより、問題があまりにも難し

いので政治的解決が容易ではないのでしょう。

だからといってあきらめる必要はありません。

オバマ大統領が人々にもたらした希望は、も

う一度やり直せる、再び世界に目を向けるこ

とができる、そして人々が団結して問題に対

処するために努力することができる、という

ものでした。素晴らしいことだと思います。

米国民はオバマ大統領が成功することを望ん

でいます。私はそこが重要な点だと思います。

世界全体もオバマ大統領の成功を望んでいる

と思いますが、オバマ大統領が成功するため

には、米国民ばかりでなく世界中の民主主義

国家の国民も参加しなければなりません。利

害関係があると判断し、協力し、違いを乗り

越えて、幅広い問題に対処するための協調的

な方策を進めていくと決意しなければなりま

せん。 

 私はブッシュ政権が単独行動主義だと思っ

たことは一度もありません。私はいつも、ブ

ッシュ政権は多国間の取り組みをしようとし

ていると思っていましたし、それはアジアに

おいても変わらなかったと思います。しかし、

その議論をすると、もどかしい思いをしたの

で、最終的にはあきらめました。なぜなら、

だれもその答えを聞こうとしなかったからで

す。世界中には取り組まねばならない問題が

山積していますが、米国が他国に代わって戦

うことは答えにはなりません。米国には、「米

国が戦っている間、コートを預かってあげよ

う」という申し出が多く寄せられます。私た

ちは他の国の人々にもコートを脱いで、共に

戦ってもらいたいのです。それは簡単なこと

でしょうか。いいえ、簡単ではありません。

しかし、世界をより良くするために、自分た

ちの息子や娘たちばかりが危険な場所に身を

置いているという考えほど、米国市民がいら

立たしく思うことはありません。私たちは、

世界全体が責任を引き受け、私たちが求める

国際的解決の一端を担うことを望んでいます。

そして私は、オバマ大統領がそのメッセージ

を米国以外の世界中の国々に伝え、ブッシュ

大統領の時よりも好意的に受け入れられるこ

とを望んでいます。 

問 だれが次の駐日米国大使になるのか全

く分からないようですが、シーファー大使は

次期大使に助言を与えることと思います。駐

日米国大使として、こうしなければならない、

そしてこうしてはならないという助言があれ

ば、それぞれひとつずつお願いします。 

シーファー大使 大変重要なのは日米両国

が協力して取り組むことだと思います。私は、

日米が協調すれば、アジアは機能し良い成果

を挙げることができる、そして国際秩序に平

和的解決がもたらされると信じています。し

かしながら、もし日本が米国に対する信頼を

失い、日本独自の路線を進まなければならな

いと考えるようになったら、世界のこの地域

は瞬く間に危険が増していく可能性があると

思います。ですから次期大使に与えるべき最

も重要な助言は、「日本と協力すること、そ

して両国の足並みが確実にそろうようにする

ことの重要性を過小評価しない」ことです。
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これから 10 年、20 年、30 年先を見通して、

日米の利害が根本的に異なってくると信じる

理由はどこにも見当たりません。そうなると

は考えられません。そうであれば日米同盟を

維持し、共に日米友好関係を永続させていく

ことが何よりも重要だと思います。 

 それでは、してはいけないことは何でしょ

うか。よく分かりませんが、それは日本国民

から自分自身を隔絶することではないでしょ

うか。米国大使が誰になろうと、これは伝え

たいと思います。他国に駐在し、その国の政

府に対して自国の政府を代表することは重要

であり、それが大使の第一の仕事ですが、今

の時代には大使も駐在する国の国民と関わり

を持たなければなりません。私は外へ出て日

本の一般の人々と交流することができ、その

おかげで、米国との関係において日本にでき

ることと、できないことについて一層理解を

深めることができました。それは大変に有益

なことでした。ですから、首相や外務大臣や、

公務で関わる人たちとだけ話をしていればい

いという誘惑に屈しないように助言したいと

思います。政府で公職に就いている人以外の

方たちとの対話も必要です。 

問 本日は、日本国民に大使からのメッセー

ジを伝える良い機会にもなります。私からの

最後の質問です。せっかく記者クラブにいら

っしゃるので、次のことをお尋ねしたいと思

います。日本のメディアは米国や日米関係に

ついて盛んに報道しますが、その報道や伝え

方について何か不満に感じることがあります

か。 

シーファー大使 不満はありません。前にも

言った通り、私に関する報道は非常に公正だ

ったと思います。とは言っても、私について

書かれたことすべてを好ましく思ったという

意味ではありませんが、文句を言うことはで

きません。皆さんは私に対して率直でしたし、

私が見解を述べたり、米国政府の立場を主張

する機会を与えてくれましたので、それ以上

望むことはありません。 

問 私たちに不足していたこと、あるいはも

っと関心を払うべきだったことはありますか。

また私たちにしてもらいたいと思ったことが

ありましたか。 

シーファー大使 そうですね、私がどれほど

素晴らしい人間かについて、もっと書いてい

ただけていたら、と思います。それは冗談で

すが、本当に、そういうことはありません。

皆さんは立派な仕事をしてきたと思います。

日本のメディア環境は厳しく、それは米国で

も、さらにはオーストラリアについても言え

ることです。私たちはそういう世界に生きて

いるのです。大使や政府職員は時に、（メデ

ィアの前に）出て行くことが非常に困難なと

きに出ていきたくないと思い、大きな過ちを

犯すことがあります。出て行くのが困難な日

こそ、たとえそれが自分にとって第１の選択

肢でなくとも、出ていかなければいけないの

です。出ていけば、人々と対話し、自分の考

えを述べることもできるのです。このような

時代に信頼できる仕事をしようとするならば、

それを理解する必要があると思います。 

司会者 シーファー大使どうもありがとう

ございます。中井さん、どうもありがとうご

ざいます。それでは皆さんから質問を受けた

いと思います。質問をしたい方は氏名と所属

組織を述べてください。ジェームソンさん、

どうぞ。 

問 大使は先ほど、集団的自衛権の解釈を見

直さなくてはならないとおっしゃいましたが、

検討は既に行われました。安倍元首相が、柳
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井元駐米大使を座長とする有識者懇談会を設

置しました。この有識者懇談会は、昨年６月

に報告書を公表しました。福田前首相は、毎

日夕方に行われる首相への直接取材で、テレ

ビ局の記者団に対し、「私は『変える』とい

う言葉を一度も使ったことはない」、つまり

「変えようと考えたことは一度もない」と述

べ、この報告書を退けました。ですから、米

国の提案は却下されたのです。それをご存知

ではありませんでしたか。それなら、なぜす

べて順調に運んでいるような発言をしたので

すか。 

シーファー大使 サムさんは、うまくおっし

ゃいましたね。ええ、ちゃんと分かっていま

す。質問は、私が集団的自衛権を見直すべき

と考えているかどうかということですが、そ

の答えは「イエス」です。その報告書が作成

された、あるいはその報告書が却下されたの

だとすれば、それは石板にでも書かれていた

ということでしょうか。私はそうではないと

思います。私たちが住んでいる活力に満ちた

世界では、話し合いや討論が盛んに行われて

います。この集団的自衛権は内閣が定義する

問題だと思います。憲法により定義されるも

のだとは思いません。ですから再び検討する

ことも可能だと思います。集団的自衛権を見

直すべきと考えるかどうか、と尋ねられたの

で、答えは「イエス」です。 

問 テレビ朝日の鈴木です。ヒラリー・ロー

ダム・クリントン次期国務長官は、本日の指

名承認公聴会で、オバマ政権が包括的核実験

禁止条約の批准を求めていくと発言しました。

オバマ次期大統領自身も、選挙運動中やその

他の機会に、世界中の核兵器の全廃を目指す

ことを長期的目標とすると明言してきました。

大使はこの目標を支持しますか。オバマ大統

領在職中にこの目標を達成することが、現実

的に可能だと思いますか。つまり、今後４年

以内、もしくは８年以内に実現するかどうか

という意味です。この目標を達成するために、

日本はオバマ政権と協力してどんなことがで

きると思いますか。ありがとうございます。 

シーファー大使 これまですべての米国の

政権が、核兵器は廃絶することができるとい

う期待と願望を語ってきました。現ブッシュ

政権は、核兵器の備蓄削減という点では、こ

の分野において他のどの政権より多くのこと

を行ってきました。先ごろのロシアとの合意

によって、弾頭数を大体 8000 発から 2000 発

程度にまで大幅に縮小することができました。

誰もが核兵器の廃絶を望んでおり、オバマ大

統領にはこれに成功してほしいと思います。

ヨーロッパおよび日本に米国の核の傘が広が

っていることで、色々な側面で平和が維持さ

れてきました。米国の核の傘は、ヨーロッパ

の平和に劇的かつプラスの影響を及ぼしまし

た。それは日本でも同様だと思います。です

からどのような行動を取るにしても、せっか

く保たれている均衡を乱さないように注意し

なければなりません。けれども、私は、オバ

マ大統領のこの問題での成功と幸運を祈って

います。私は、オバマ大統領が望むことは、

歴代の大統領の多くが望んできたことと大き

く異なるとは思いません。私は、核兵器が廃

絶される時がいつかやってくると考えていま

す。それを達成するためには、多大な努力、

希望、そして国民の側の幅広い理解が求めら

れるでしょうが、実現は可能だと思います。

それが４年で実行可能なのか、８年かかるの

か、私には分かりません。オバマ大統領に機

会を与え、その成果を待ちたいと思います。 

問 日本の役割についてはいかがですか。 
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シーファー大使 そうですね。日本は世界で

唯一の被爆国として、核兵器廃絶に対する大

きな倫理的発言力を持っていると思います。

長崎や広島について語るとき、人々は信念を

持って、あのようなことが二度と起きてはな

らないと語ります。それに異を唱える人がい

るとは考えられません。私は広島を訪れたと

きに、「広島を訪れた者は誰もが戦争の悲劇

を悼みます」と記帳しました。こうしたこと

は、もう二度と起きて欲しくありません。こ

れこそ私たちすべてが目指して努力しなけれ

ばならないことであり、オバマ大統領がこの

分野で成功することを心から祈っています。 

問 個人会員の見市と申します。米国のタイ

ム誌がイスラエルは勝利できないと報じてい

ます。パレスチナ問題に関する国連安全保障

理事会の会合で、米国だけが決議案への投票

を棄権しました。一方、日本は賛成票を投じ

ました。なぜ米国はこの問題で積極的に指導

力を発揮しないのですか。 

シーファー大使 私は、米国民と米国は指導

力を発揮したと思います。妥協が成立したの

は、ライス国務長官の尽力があったからだと

思います。米国が決議案に拒否権を行使しな

かったことは、とても良かったと思いました。

もし行使していたら、すべての関係各国と、

すべてのパレスチナ人、ハマスが、「全部ア

メリカのせいだ」と言うことができたからで

す。米国が棄権したから決議案が採択されま

した。拒否権は行使されませんでした。その

後、イスラエルとハマスの双方が決議案を無

視しました。この両者が共に、戦争より平和

の方が良いと判断するまでは、中東和平は実

現しません。ハマスは、イスラエルにロケッ

ト弾を撃ち込んで罪のない人々の命を奪うこ

とで、世界に平和を築こうとしているのだと

主張する機会を自ら捨てているのです。ハマ

スは、腰を落ち着けてイスラエルと交渉する

ことを拒否することで、中東に平和をもたら

す努力をしていると主張する機会を自ら捨て

ているのです。ハマスは、イスラエルを地球

上から消滅させなければならないと言うこと

で、中東の調停者の役割を自ら捨てているの

です。和平は、米国の手に委ねられているの

ではありません。和平はイスラエルと、パレ

スチナ、そしてパレスチナ内部のさまざまな

集団の手に委ねられているのです。和平を実

現する準備が整っているかどうかを決めるの

は彼らです。武器を捨て、お互いを殺し合う

ことをやめるのは彼らなのですから、彼らが

それを実行して初めて機会が生まれると思い

ます。彼らがそうしたい、それを行うことが

どちらの側にも同等な利益を与えると判断し

たときに、中東和平が実現する機会が生まれ

るのです。そして米国ほどその機会を歓迎す

る国は、地球上どこにもありません。 

問 共同通信の太田と申します。私の質問は、

核の廃絶に関する２つ前の質問に関連するも

のです。北朝鮮の公式報道機関が昨日、米朝

の国交が正常化され、米国による核の脅威が

なくなるまで核兵器を断念しないと発表しま

した。つまり、北朝鮮は、米国がこの地域に

提供している米国の核の傘の見直しを求めて

いるということです。そこで、北朝鮮、そし

て中国が受け入れることができる新たな核抑

止体制とはどのようなものかについて、何か

お考えはありますか。安全保障面での今後の

抑止体制について、何らかの新しい考えをお

持ちですか。 

シーファー大使 北朝鮮は、やるべきことに

取り掛からないという姿勢です。米国は、韓

国や日本のために広げた核の傘をたたむこと

はありません。そのような事態にはなりませ

ん。現大統領の監督下でそのような事態が起
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きることはありませんし、来週には新大統領

が就任しますが、彼の監督下でもそのような

事態が起きることはありません。それは、米

国の安全と他の国々の安全は切り離せないも

のであり、独裁者や圧政者が、米国、あるい

は米国の友好国や同盟国を脅かしたり、いじ

めたりすることが容認されるようになれば、

私たちの安全が危機にさらされるということ

を、ずっと前に認識したからです。北朝鮮は

核兵器を断念することに同意しました。国際

社会における北朝鮮の地位を正常化するため

には、北朝鮮は核兵器を断念しなければなり

ません。北朝鮮が核兵器を保有すればその地

域が非常に不安定になり、突発的な出来事や

戦争が起きる危険が減るどころか、増加する

ことを米国は確信していますから、もし北朝

鮮が核兵器の断念を拒否したら、彼らは国際

社会から取り残されたままになってしまいま

す。それは私たちが望むところではありませ

ん。私たちは、北朝鮮が核兵器を保有するこ

とを容認され、近隣諸国の脅威となった場合

に、韓国や日本が受けることになる圧力を理

解しています。私たちはそれを良しとしませ

んし、また次期政権が現政権と同様、核兵器

と核兵器開発技術が北朝鮮から拡散すること

を阻止するために積極的な取り組みを行うこ

とを確信しています。 

問 私は個人会員の増山です。以前は時事通

信社に所属していました。海上自衛隊の燃料

補給の問題についてお伺いします。大使は（こ

の問題で）民主党の小沢代表に支持を求めた、

あるいは求めようとしましたが、小沢氏はこ

れを拒否しました。それは不本意なことだっ

たと思いますが、今や日本では民主党政権が

実現する可能性があります。そうなった場合、

どのような影響、つまり、日米関係にどのよ

うに影響するでしょうか。その点についての

大使の見解をお聞かせ願えますか。 

シーファー大使 日本国民は、自分たちを代

表してほしい人、そして自分たちが望む政府

を選ぶでしょう。小沢さんが私に会おうとせ

ず、どの外国の大使ともあまり会いたいとは

思わないと言われたときには、残念に思いま

した。私だけではなく他の大使ともそうした

対話をすることは、彼にとって有益なことで

ある、と私は思っていました。ようやく一度

お会いしましたが、あまり成果は得られませ

んでした。戦後から自民党が、そして公明党

も、米国との同盟関係を維持する意思を持っ

てきましたが、民主党が政権を取った場合に

もそうなることを望んでいます。また、この

同盟自体と同盟への日本の参加の問題が、与

野党の政争の具とならないことを望んでいま

す。それは、この同盟にとって必ずしも有益

とは思えません。私は、日本が米国と同盟関

係にあることを、日本の国民は圧倒的に支持

していると思います。与野党はこうした点を

十分に考慮するでしょう。では、与野党は、

日米同盟のあり方や機能の仕方について、す

べての点で合意するでしょうか。その答えは

「ノー」でしょう。しかし、米国と日本が同

盟関係を維持べきかといった基本的な問題は、

政治的議論を超えるものであり、議論される

とすれば、同盟関係の維持の可否ではなく、

この関係の機能の仕方といった微妙な差異に

関するものであることを願っています。 

問 以前ラジオ局に勤務していた土方です。

国民のレベルの話をしたいと思います。日本

人には、核に対するアレルギーがあります、

というか、以前はありました。しかし、その

感覚は次第に薄れつつあると思います。以前、

日本人は、原子力エネルギーと核兵器を区別

して考えていませんでしたが、そのような見

方は日本からなくなりつつあります。また最

近の日本人は変わってきたと思います。この
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点について、大使の見解をお聞かせいただけ

ますか。ありがとうございます。 

シーファー大使 何に関してですか。 

問 はい。核兵器に対するアレルギーと原子

力に対するアレルギーに関してです。多くの

人が、この２つを混同して考えていました。

少なくとも以前は、それが日本の状況でした。

しかし最近では、次第に人々のアレルギーが

少なくなっています。例えば、原子力船（の

寄港に対する反対運動）もそうですし、過去

の悲劇的な経験の記憶も日本では次第に色あ

せてきており、日本人の核に対する考え方は

変化しています。 

司会者 では、あなたがお聞きになりたいの

は、日本人の核兵器保有に対するアレルギー

だけではないのですね。 

シーファー大使 そうですね、原子力の民生

利用に関して、日本は非常に建設的な経験を

してきたと思います。日本では電力のおよそ

３分の１を原子力発電所で生産していると思

います。日本の技術水準は、世界のどの国に

も引けをとらないでしょう。おそらく、米国

の技術よりも優れているのではないでしょう

か。それは、日本が原子炉で発電するという

考え方を受け入れたからです。それは前向き

で良いことだと思いますし、日本の将来にと

ってプラス以外のなにものでもありません。 

 しかし私は、将来、日本が核兵器保有の必

要性を感じる時が決して来ないよう願ってい

ます。それにはいくつかの理由があります。

ひとつには、それが世界のこの地域をさらに

不安定にすると考えるからです。私は、日本

の核兵器の保有は無駄なことだと思います。

無駄という意味は、日本には米国の後ろ盾が

あるからです。米国は第２次世界大戦の終結

以来、核の傘を広げ維持してきており、効果

を発揮してきました。ところで、今日本で耳

にするような議論を、かつてフランスでは、

シャルル・ドゴールが言っていました。それ

は要するに、核兵器に関しては、ソビエト連

邦を抑止するに当たり、米国は頼りにならな

いという議論でした。ドゴールがよく使った

言いまわしは、「ワシントンは、ニューヨー

クを犠牲にしてパリを守ることはない」でし

た。私はそれは全く違うと思います。米国は、

ヨーロッパのすべての都市を守るために、米

国の都市を危険にさらす覚悟をしていて、実

際に危険にさらしました。その結果、ヨーロ

ッパでは戦争も核兵器の撃ち合いも起きなか

ったのだと思います。現在も同じ状況です。

米国はニューヨークを危険にさらしてまでも

東京を守ることはないといった議論を時折耳

にします。それは違います。米国は東京を守

ってきました。これを 60 年間も続けています

し、その状況は今後も変わることはありませ

ん。 

 もうひとつ指摘しますが、ドゴールは、フ

ランスが独自の核戦力、つまり核攻撃部隊を

保有する必要があると信じていました。しか

し私は、フランスが独自の核兵器を得た結果、

米国の核の傘に依存し続けた場合よりも、安

全になったとは思いません。核兵器に関して

は抑止力が重要なのです。相手が持っている

から、今すぐ自分たちも持たなければならな

いと考えるのだと思います。私は、米国の同

盟国や米国自体、あるいは米国の友好国に対

して核兵器を使用した場合、使用国にとって

その結果は極めて悲惨なことになるため、誰

もそのような企てをしなくなるように、米国

が優位な立場に立つことを望んでいます。戦

後、そのような抑止力の均衡が存在しており、

機能しています。また、核兵器保有国が増え

ることで世界の平和がもたらされるとは思い
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ません。どう考えても、それで状況が良くな

ることはないでしょう。従って、日本が世界

の中で安全と感じるために、独自の核兵器を

保有すべきと決断するならば、それは米国と

日本の外交政策が失敗したということになる

でしょう。 

問 個人会員の西崎と申します。まず最初に、

日米関係への大使の貢献に深く敬意を示した

いと思います。私の質問ですが、大使は米国

に帰国され、新大統領に会われることになる

と思います。また、オバマ次期大統領は、い

ずれは日本と中国を訪問することになると思

いますが、彼はどちらの国を先に訪問すると

お考えですか。オバマ大統領に何か提案され

ることはありますか。彼の外遊はどのような

順序で行われるでしょうか。また、私の次の

質問は、オバマ大統領が訪日する際、広島を

訪問するでしょうか。この２つが私の質問で

す。 

シーファー大使 私には分かりません。まず

第一に、私は新大統領に会う予定はありませ

ん。単に、米国ではそのようなことはしない

からです。しかし、日本はアジア全体におけ

る米国の活動の中心ですから、オバマ大統領

は近いうちに日本を訪れると思います。従っ

て、オバマ大統領が日本を訪問することも、

日本が彼が訪問を希望する国のリストのトッ

プにあることも期待してよいと思います。 

 ところで、ここで皆さんにもうひとつ考慮

していただきたいのは、彼がこの極めて困難

な金融危機の真っただ中に就任するというこ

とです。ですから、米国民は、彼が外遊する

前に、国内に留まりこの問題にしっかり取り

組むことを望んでいるでしょう。ですから、

もし彼がすぐに外遊することがなくても、彼

が他の国々に対して十分な敬意を示していな

いと考えるべきではありません。しかし、彼

は日本にやってくると思います。訪問先が広

島か京都か東京かについては、彼がすべて決

定するでしょう。しかし、オバマ大統領は、

かつてインドネシアで子供時代を過ごしたこ

ともあり、アジアをよく知っていると思いま

すし、それは良いことです。また、彼は、ハ

ワイでも成長期を過ごしています。ハワイは、

多様性に富み、アジアの情勢を極めて重要視

する社会です。ですから、オバマ大統領は、

これまでで最もアジアを重視する大統領では

ないかと思っています。それは非常に好まし

いことと思われます。なぜなら、私は国際秩

序の重心はアジアに移りつつあると考えてい

るからです。米国の大統領はそのことを認識

すべきだと思います。オバマ大統領はそれを

認識し、適切に行動するのではないかと思い

ます。 

問 朝日新聞の国分です。大使は、日本の国

内政治情勢について述べられましたが、ご存

知のように、現在、日本政府は分裂状態で、

その状況を克服できていません。そして、現

在の経済危機に対する政府の対応は緩慢とし

たものになっています。その理由は、日本の

政党制度が成熟していない、少なくとも米国

ほど成熟していないからです。あるいは、日

本の政治指導者に柔軟性がないからです。私

の考えではこの２つが原因です。大使の任務

を務めておられた間は、日本の国内政治につ

いて、ご自身の見解を示されるのは難しかっ

たとお察しいたしますが、今なら日本の国内

政治情勢について少しご意見を頂くことはで

きないでしょうか。ありがとうございます。 

シーファー大使 ご質問は、私が見解を述べ

ることができるか、または述べる意思がある

かということですね。その「意思があるか」

という点については、私でなく、誰かほかの
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人間か、私の後任に委ねることにしましょう。

ただ、日本では 2007 年に選挙が行われました。

そのときの議論は国内問題に終始したと思い

ます。（与党が）参議院選挙で負けた原因は

年金問題だったと思います。外交政策があの

選挙戦の争点だったとは思いません。つまり、

日本が米国との同盟を維持するべきか、日本

が世界でどのような立場を取るのかといった

議論は、あまりなかったと思います。一切あ

りませんでした。従って私は、小泉首相が取

った方針と、彼が強く望んだように日本が国

際問題で政治的発言力を強めることが、日本

のあるべき姿であると多くの日本人が考えて

いたのだと思います。そして、その点につい

ては全く変わっていないと思います。変わっ

たのは、ひとつの政党が衆参両院を支配して

いないことで、それは、日本国民にとって難

しい状況です。また、日本の政治機関も、そ

の状況への対応に苦労しています。対応策を

見出すことは確信していますが、私が懸念し

ているのは、日本がそのために時間を費やし

ている間に、国際社会から取り残されてしま

うのではないかということです。それは日本

にとって大きな過ちとなるでしょう。 

 先日、日本がアフガニスタンでできる貢献

について話し、アフガニスタンでより大きな

役割を担い、ひいては国際社会の中でより大

きな役割を果すために、それらの提案を（米

国の）新政権に提示する用意があることを知

り、こうした兆しに非常に励まされたのはそ

ういう理由からです。その提案は新政権に歓

迎されると思いますし、また、現在アフガニ

スタンにいる人々で、日本のより大きな貢献

を期待していると思われる人々にも歓迎され

るでしょう。それは、英国、ドイツ、フラン

ス、カナダ、オランダ、デンマークなど北大

西洋条約機構(NATO)諸国の人々です。これら

の国々は、現在アフガニスタンで多大な貢献

をしており、彼らも日本がより多くの貢献を

することを望んでいます。もし日本がもっと

貢献すれば、米国だけでなくこれらの国々に

おける日本の評判が高まるでしょう。 

問 東京新聞の安藤です。１月 20 日にオバ

マ新大統領の就任式が行われます。米国にと

っては、本当に、政党を超える歴史的な出来

事です。昨年 11 月４日に、この歴史的ニュー

スを聞かれたとき、大使としてというよりも、

１人の米国市民として、実際どのようなこと

を思われましたか。それをお聞かせいただけ

ますか。 

シーファー大使 その瞬間、私は誇らしく思

いました。私にとって、米国の約束が非常に

具体的な形で果たされたということでした。

私は 1950 年代から 60 年代にかけて南部で育

ちました。当事の南部ではまだ人種隔離が行

われていました。私が通う公立学校にアフリ

カ系米国人がいたことは１度もありませんで

した。アフリカ系米国人は、私と一緒の学校

に行くことを禁じられていたのです。私が行

くレストランで食事をすることを禁じられ、

私が泊まるホテルに滞在することを禁じられ

ていました。また、彼らは、映画館で私の座

る階に座ることを禁じられていました。私の

ヒーローの１人は、リンドン・ジョンソンで

す。なぜならジョンソンは、1964 年に公共の

宿泊施設法、1965 年に選挙権法、そして 1966

年に住宅法を成立させたからです。これらの

法律が米国を変えました。 

 私が会ったあるコラムニストが、真の勝者、

つまり 11 月４日に勝利した大統領は、リンド

ン・ジョンソンだと言いました。なぜなら、

ついに米国が、ほとんどの米国人の望む国に

なったからです。それは、どんな子供にも将

来大統領になる可能性がある国です。これま
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で、米国はそういう国だとしばしば口にして

きましたが、実際はそうではありませんでし

た。そして私がまだ少年でテキサスに住んで

いたころは、南北戦争の名残りがあったため、

南部出身者やかつての南部連合の市民が大統

領に選ばれることはありませんでした。カト

リック教徒が大統領に選出されることもあり

ませんでしたし、女性が大統領の候補として

真剣に受け止められることもありませんでし

た。しかし今回の選挙では、米国民はアフリ

カ系米国人でも大統領に選出されうることを

示し、それを誇りに思っています。また、米

国人は、女性でも大統領選に出馬できること

を示しました。彼女は大統領選では負けたか

もしれませんが、女性であるという理由で負

けたわけではありません。米国人はそのこと

を誇りに思っていいと思います。また、投票

日の夜、シカゴのあの公園に立っている人々

の表情から、米国がようやく約束を果たした

と実感している様子が伝わりました。その思

いは世界に広く伝わったと思います。そして、

皆さんが１月 20 日に再び目にするのはこの

思い、ようやく実現し始めたと誇りに思う強

い気持ちです。ずっと以前に、独立宣言と米

国憲法の真の理想の実現を目指して取り掛か

り始めたのですが、今、それが実現しつつあ

るからです。 

問 NHK の市原です。大使、先日あなたは、

拉致被害者の家族にお会いになり、今後も解

決に向けて支援を続けると言われました。拉

致問題だけでなく、ほかの問題も含めて、今

後も日米関係の促進で何らかの役割を果たす

おつもりですか。何か具体的な考えは既にお

持ちですか。 

シーファー大使 当然ながら何らかの役割

を果たしたいと思っていますし、助言を求め

られれば協力したい思っています。これに関

しては、いくつかの組織から理事を務めるよ

う依頼されており、そうできればいいと考え

ています。今後もかかわって行きたいと思っ

ています。この関係は、日本の将来にとって

も、米国の将来にとっても極めて重要です。

また、私は日本を愛しています。日本での生

活を楽しみました。日本の人々は私にとても

親切で丁重に接してくれました。私は、日米

が強力で健全な友好・同盟関係を持つことが

できることを知っています。そのためには、

加藤大使がよく言われたように、日米の相互

利益を満たすような活動を妨げる雑草が伸び

ないように、庭に入って世話をする人が必要

なのです。ですから、私はそうした仕事に参

加したいと思っています。 

問 以前時事通信社で勤務しており、現在は

個人メンバーの長沼です。大使はブッシュ大

統領と共に働き、彼とは野球を通じた非常に

親しい友人でもあります。同時に、あなたは

彼とは異なる政党の党員でもあります。その

場合、今までに「これは自分の意見ですが、

大統領の意見とは全く違います」という発言

をされたことがありますか。ブッシュ氏にそ

のような提言をされたことはありますか。 

シーファー大使 ええ、確かに、私たちの意

見が異なる場合がありました。しかし、彼と

私は長年にわたり素晴らしい関係にあるので、

お互いのことを良く理解しています。私は民

主党員です。私はオバマ上院議員に投票しま

したが、ブッシュ大統領から共和党候補者を

支持するような要請を受けたことは一度もあ

りません。彼が私に頼んだことは、米国のた

めに最善を尽くすことでした。そして私は、

そうしようと努めてきました。米国には、所

属政党以外の政権にも仕えるという長い伝統

があります。それは良いことですし、そのよ

うな例がもっと増えればよいと思います。オ
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バマ大統領が、共和党のゲーツ長官に新政権

に残るように要請したのをご存知と思います。

彼はほかの共和党員にも自分の政権に加わる

よう要請すると思います。ビル・クリントン

政権の最後の国防長官は共和党のビル・コー

エンでした。第２次世界大戦時、フランクリ

ン・ルーズベルト政権の陸軍長官と海軍長官

は、どちらも共和党員でした。この２つの役

職を合わせたものがいわば現在の国防長官で

す。エーブラハム・リンカーンは、それまで

の陸軍長官が気に入らず、エドウィン・スタ

ントンに政権に参加し、陸軍長官を務めるよ

う要請しました。スタントンは、リンカーン

の前任者、ブキャナン大統領の司法長官を務

めた民主党員でした。２つの政権は非常に異

なっていましたが、リンカーンはスタントン

に政権に加わるよう要請し、スタントンは偉

大なる功績を挙げました。そしてリンカーン

が死んだときに、あの不朽の言葉「彼は時代

と共にある」を残したのは彼です。スタント

ンはリンカーン大統領を敬慕していました。

国家と自分の所属政党に同時に奉仕すること

は不可能ではありません。今のように党派対

立や論争や下劣な政治の本質を目のあたりに

するとき、私たちは時々このことを忘れるこ

とがあります。民主党員も共和党員も、党員

である前に米国人です。そして、米国の国益

は、国外においても国内においても、かなえ

ることが可能です。私はそれが最善の政治で

あり、また正しいことでもあると思います。

ですから、私は、オーストラリアと日本で大

使を務めたことを大変誇りに思っています。

ところで、ブッシュ大統領と彼の党派心につ

いての見解に関して簡単に付け加えたいと思

います。その点については、誰よりも上手く

説明できるでしょう。彼が大統領への立候補

の意思を示したとき、私は彼に支援を申し入

れましたが、共和党員になるつもりはないと

言いました。彼は、「そんなことは心配して

いない」と言ってくれました。政治任用制度

で任命された者のうち、２期にわたるブッシ

ュ政権の両方で職務を果たした者は、私を含

め３人です。３人だけです。８年間通して務

めた者はほかにはいません。そしてそのうち

私を含め２人は民主党員です。従って、この

ことは、ブッシュ大統領が党派的支援を求め

ていたわけではないことを示していると思い

ます。彼は、米国民の利益を向上させるため

の支援を求めていたのです。 

司会者 シーファー大使、どうもありがとう

ございました。 

通訳：宮﨑有美子 森万純 

アメリカ大使館のＨＰ「シーファー前大
使の日本記者クラブにおける講演と質
疑応答」から転載 


